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計画の概要 

本レポートは主要な戦場となる6つの州において選挙不正疑惑の軸となる6つの策謀を検

証することにより、2020年アメリカ大統領選挙の公正性と正当性を評価するものである。

この評価を導くために用いられた証拠は50件以上の訴訟や司法判決、数千件に及ぶ宣誓

供述書や宣誓書、様々な州の公聴会の証言、シンクタンクやリーガルセンターから公表

された分析、映像や写真、パブリックコメント、報道などが含まれている。 

 

下記の表が示すのは、6つの激戦州の全てで、6つの策謀を絡める重大な不正が起きた事

を示している。この発見は、選挙がドナルド・J・トランプ大統領から盗まれたという

主張に信憑性を与えるものである。 
 

このレポートの調査結果から、トランプ-ペンス陣営に対抗して選挙を有利に進めるた

めの協調的な戦略があったのではないかと推測される。実際、観測された選挙不正のパ

ターンは6つの激戦州で一貫しているので、選挙結果をそのまま盗むというよりも、”

投票箱を不正票で詰まらせる”といった方法などで選挙プロセスを戦略的なゲームに変

え、バイデン-ハリス陣営に有利な状況へ持ち込む協調的戦略があったことを示してい

る。この報告書のトップラインは以下の通りである。 

 

• 不正の証拠とパターンの重大さは余りに大きく、不正の証拠がないと主張するの

は、特に大手メディアにとって無責任である。 

 

• 同定された選挙不正で問題となっている票が違法と認定された場合、例えそれ

が比較的小規模であっても、トランプ大統領の勝利と認定するに十分なもので

ある。 
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• 6つの全ての激戦州はほとんど、あるいは全てが選挙不正の軸となる6つの策謀を

備えている。しかし、各州は独自にどれを”重視する策謀”とするかを考え、そ

れらを組み合わせている。言い換えれば、全ての激戦州は同じ、あるいは類似の

選挙不正をしているが、トルストイの不幸な家族のように、それぞれが異なる選

挙不正の方法をとっていると言える。 

 

• つまりこれはただ一発の”銀の弾丸”による選挙不正ではなく、6つの激戦州に

またがる6つの次元を組み合わせた千の切り口からなる不正なのである。 

 

• 増え続ける選挙への正当な不満を無視することで、アンチトランプメディアと検

閲するソーシャルメディアは真実からアメリカ国民を引き離すことに加担してい

る。これはメディアの信頼性を損なうと同時に、政治システムと合衆国の安定性

を損なう危険なゲームである。 

 

• 現在バイデン・ホワイトウォッシュ(疑惑の洗浄)に参加しているジャーナリスト、

評論家、政治指導者達は選挙不正の6つの策謀を認め、2020年大統領選挙の真実

を見極めるための適切な調査をすべきである。就任式までにこれが行われなけれ

ば、アメリカ国民の大部分の支持を欠く違法かつ不正な大統領に権限を与える事

になる。 

 

• このレポートで評価された6つの選挙不正の策謀に対する、積極的かつ完璧な調

査において失敗したのは、反トランプメディアと検閲ソーシャルメディア及び、

立法府と司法府へシグナルを送ることである。 

 

o 6つの激戦州のうちアリゾナ、ジョージア、ミシガン、ペンシルバニア、

ウィスコンシンの5州は州議会の両院で共和党が過半数を占めており、う

ちアリゾナとジョージアの共和党知事は本レポートで報告されている選挙

不正の6つの策謀を調査する権限と機会を持っていた。しかし両者は激し

い政治的圧力に屈し、憲法上の義務と責任を放棄した。結果、彼らは各州

とアメリカ、そして政党を裏切ることとなった。 

o 最高裁判所を含める州裁判所と連邦裁判所は、アメリカ国民が目の前に晒

された不正選挙を適切に裁き、拒否する機会を奪った。これはアメリカ合

衆国に大きな危険をもたらす行為である。 

 

• もしこれらの選挙不正への調査が就任式までに実施されなければ、そしてこのま

ま放置された場合、合衆国は今後、公正な大統領選挙を二度と行うことが出来な

くなる危険がある。ジョージア州に1月5日に実施される重要な上院選はその迫り

来る危険の最初のテストケースとなるだろう。   
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I. イントロダクション 

選挙日の深夜の時点で、トランプ大統領は2期目のビクトリーロードを順調に歩いてい

るように見えた。彼はすでにフロリダとオハイオを制することが決定していたし、共和

党がオハイオで勝利せず大統領選を取ったことはないし、民主党がフロリダで勝利せず

して大統領選を取ったのは2人だけである。3
 

 

同時に、ジョージア、ペンシルバニア、ミシガン、ウィスコンシンでトランプ-ペンス

陣営は一見、逆転出来ないほどのリードを持っていた。このリードを維持されれば、こ

れら4つの激戦州はトランプ大統領が勝利し、選挙人投票は294対244で決定的な勝利を

導くはずだった。 

 

しかし深夜になって間もなく大量の郵送票や不在者投票がカウントされ始め、トランプ

の赤い勝利の波はジョー・バイデンの青に変わり始めた。最終的にこれら郵送票や不在

者投票が集計されると、ジョージア、ペンシルバニア、ミシガン、ウィスコンシンのト

ランプ大統領の大きなリードはバイデンのリードへと変わった。 

 

11月3日の夜、Table 1に示すように、トランプ大統領はウィスコンシンで11万票以上、

ミシガンで29万票以上の差をつけてリードしていた。ジョージア州では356945票、ペン

シルバニア州に至っては50万票以上の差があった。しかし、12月7日、トランプのこの

リードは、ジョージアでは11779票、ウィスコンシンでは20682票、ペンシルバニアでは

81660票、ミシガンでは154188票とかなり肉薄するものとなっていた。 
 

Table 1: トランプの赤い波がバイデンの青に変わる経過 

 

アリゾナとネバダでも興味深い展開が起きていた。選挙日の夜、ジョー・バイデンはこ

の2つの激戦州でリード - ネバダでは3万票以上、アリゾナでは15万票 - していたが、

トランプキャンペーンの内部調査では全ての票が集計されればこの差は縮まると予測さ

れていた。もちろん、そんなことはなかった。 

このトランプ陣営のリードの驚くべき逆転劇を受け、アメリカの最も神聖なる制度の1

つであるアメリカ大統領選の公平性と正当性を巡り、国家的な論争が勃発した。右派や

共和党の批評家達はトランプ大統領を含め選挙が盗まれたと主張している。50以上の訴

訟4、数千もの宣誓供述書や宣言書、有罪の証拠になりそうな映像、写真、あらゆる不

正行為の証言が、これらの告発を裏付けている。 
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一方、左派の批評家や民主党はこれらの告発を敗者の負け惜しみとして却下している。

批評家の中には、不正や欺瞞、詐欺行為を否定する者もいる。あるいは多少の不正行為

はあったかもしれないと認めながらも、それらは選挙結果を覆す重大なものではないと

主張する者もいる。 

 

同様な論争は、いゆる”主流メディア”と呼ばれるアンチトランプ陣営と、オルタナテ

ィブな保守系ニュースメディアの間でも行われている。New York TimesやWashington 

Post、CNNやMSNBCといったケーブルTVネットワークなど、全国に散らばるアンチトラン

プ主流メディアは、一斉にトランプ大統領が敗北を認めるよう要求していた。c 
 

これらアンチトランプ陣営の声は、このアメリカ史上最大の政治スキャンダルかもしれ

ない事実を暴こうとする人々を、同様に、特に自分達の組織の内部において、非難し、

信用を失墜させていた。FacebookやTwitter、Youtubeといったソーシャルメディアも同

様に、この選挙結果に疑問を唱える者に対し、積極的かつ容赦ない検閲をしている。 

 

対照的に、アメリカの捕手運動に関連するオルタナティブニュース系は、明るみに出て
きた不正や恣意的報道などに対し、広範かつ綿密な報道を行っている。Steve Bannon’s 

War Room Pandemic6 やJohn Solomon’s Just the News7、Raheem Kassam’s National Pulse,8 、 

Newsmax,9、One America News Network,10等々、事実と速報を求めるアメリカ国民はこ

れら代替報道によってしか重要な情報が得られない状況である。 

 

アメリカ国民が民主党やアンチトランプメディア、ソーシャルメディアの提供する情報

を鵜呑みにしていない事実は世論調査で明らかである。例えば、最近のRasmussen poll: 

“共和党員の62％が、民主党が選挙を盗んだ可能性が高いと答え、また無党派層の28％、

民主党員の17％も同じ見解を有している。11
 

 

もし実際にバイデンの就任式後に選挙が不当に盗まれたとする決定的な証拠が出てくれ

ば、我々は国家として、偉大なる合衆国の中枢が不安定なものになるという重大なリス

クを背負うことになる。 

 

別の言い方をすれば、もし世界史上最大の民主国家が自由かつ公平な選挙を行うことが

出来ず、また主流メディアが選挙結果に疑問を唱える数々の証拠に十分な調査をしない

ならば、我々の知っている民主主義と合衆国は消滅する。ゆえに、この問題の真相を究

明することは非常に重要であると考える。そしてそれが本レポートの目的である。 
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II. 6つの激戦州にまたがる6つの策謀 

本レポートは2020年大統領選において、民主党候補ジョー・バイデンが僅差でリードし、

戦いが続く6つ激戦州の公平性と正当性を評価するものである。多くの注釈が記載され

ているように、この評価に使用された証拠には50以上の訴訟や司法判決、数千の宣誓供

述書や宣誓書、様々な州の公聴会での証言、シンクタンクやリーガルセンターに公表さ

れた報告書や分析、映像や写真、パブリックコメントや直接の証言、広範な報道などが

含まれている。 

 

これらの証拠の評価と分析から、6つの激戦州 - アリゾナ、ジョージア、ミシガン、ネ

バダ、ペンシルバニア、ウィスコンシン – にまたがる6つの選挙不正の手法が特定され、

評価された。この6つの策謀とは違法な有権者の不正(outright voter fraud)、票の誤処

理による不正(ballot mishandling)、疑わしきプロセスの不正(contestable process fouls)、

平等保護条項違反による不正(Equal Protection Clause violations)、投票機の不正(voting 

machine irregularities,)、統計的異常に見る不正(significant statistical anomalies)がある。 
 

Table 2で示される表はそれぞれの激戦州が6つの策謀のどれを採用したかの概要を示し

ている。第一列には不正の6つの策謀、バイデンの勝利に必要な票のマージン、選挙不

正に用いられたであろう不正票の推測を示している。また2列から7列はそれぞれの州で

どの策謀を採用したかを示している。 

 

表のチェックマークはそれぞれ特定の選挙不正に関する証拠が大量に存在することを示

し、星マークは少なくとも一定の証拠があることを示している。 

 

Table 2: 2020年大統領選挙において、争点となる6州にまたがる不正 
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この表からは2つの重要なポイントが浮かび上がる。第一に、6つの激戦州では6つの重

大な不正がほぼ同様に存在するという事実である。アリゾナ州だけが明らかな票の誤

処理による不正(ballot mishandling)の証拠がない一方、ペンシルバニアでは統計的

異常に見る不正(significant statistical anomalies)が見られない。それ以外は、

Table 2はチェックと星に埋め尽くされている。 

 

第二に、7項目のバイデンの勝利数マージンと8項目の不正疑惑のある投票の数を比較

した時、6州のうちの5州で疑惑票がバイデンの勝利マージンを大きく上回っていると

いう結果である。 
 

例えば、ネバダにおけるバイデンの勝利マージンは33,596票であるが、疑惑票の数はそ

れの3倍以上もある。アリゾナではバイデンの勝利マージンは最も小さく10457票である

が、疑惑票はその10倍以上であった。このバイデンに対する疑惑票は、ジョージアでは

さらに大きなものとなっている。  

 

ミシガンのみこのルールの例外となっている。これは本当に例外であるという訳ではな

く、ミシガンにおける様々な不正がどれほどの疑惑票を生みだしたか、十分な推定がま

だ成されてないからである。 

 

この表に基づき、アメリカ国民は、ドナルド・J・トランプから選挙が盗まれたか否か、

答えを知る必要がある。就任式までに徹底的な調査を行わなければ、多くのアメリカ人

が違法のバイデン政権として薄汚れたものを感じるものとなるだろう。 

 

本レポートの次の6つのセクションでは、不正選挙の6つの策謀のそれぞれの詳細を検

討する。 
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III. 違法な有権者の不正(outright voter fraud) 

違法な有権者の不正は大規模な偽造票の製造、賄賂、死者による投票や犯罪者、不法

滞在者による投票、複数回数えられた投票用紙、州外の不法な投票者からなる。Table 

3は激戦州の6州で行われたとされる様々なタイプの違法な有権者の不正を示している。 

 

Table 3: 2020年大統領選における違法な有権者の不正 

 

この図から6州で様々なタイプの不正が存在することが分かる。網羅的なものでなく、

例を用いることで、これらのタイプの不正をより正確に定義してみよう。 

 
賄賂 

 

不正投票における賄賂とは、有権者登録や特定の候補者への投票など公的行為と引き換
えに、不正な勧誘、金銭の移転、受諾することを意味する。12 少なくともネバダにおい
て、そのような贈収賄が行われたという実例がある。 

 

ネバダの件で驚くべきことは、連邦贈収賄法を無視していることである。米国南西部の
州ではバイデンキャンペーンが盛んであり、ネイティブアメリカン達は自分達の票を金
銭ではなくVSAギフトカードや宝石、その他”スワッグ”と交換したようである。
Epoch Timesによると、そのような買収スキームはアリゾナ、ウィスコンシンを含む他

の8州でも行われたとある。14
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偽造票の製造と法的根拠のある本物の票の破棄 
 

偽造票の製造とは特的の候補者のために投票用紙を偽造することである。投票用紙を偽

造したことを疑わせる最も憂慮すべき例としては、トラックドライバーの宣誓供述書が

挙げられる。彼はニューヨークで投票用紙の入った大きな箱を拾い、ペンシルバニアの

投票所に届けたと語っている。15 これには100,000票以上が関わっており、偽造票だけ

で激戦州をバイデンに勝たせる十分な数がある。 

 

同様にペンシルバニアにおいても、選挙作業員が安全ではないUSBフラッシュドライブ

を用いて、異常なほどに大量の票を集計機に投票していたとする宣誓供述書と写真があ

る。集計結果と投票機にスキャンされた郵送票との間に相関はなかった。16
 

 

バイデンのために偽造された投票用紙のケースの最も顕著な例は、ジョージア州アトラ

ンタのステートファームアリーナだろう。犯人の可能性のある人物が監視カメラの映像

に映っていたのである。 

 

またこの例では、投票監視員やオブザーバーだけでなくメディアも、真夜中の不審な水

漏れの後、退去させられたという話がある。集計所から人がいなくなった後、数人の選

挙管理者がドレープのかかった机の下から大量の票の入ったボックスを取り出す。そし

て彼らはおそらく数万規模と思われる偽造票を集計するのである。この投票用紙が処理

された後、集計後にバイデンの票が大幅に急増(バイデンジャンプ)したことが明らか

になっていることに注目したい。18
 

 

犯罪の可能性のある決定的な証拠と思われるにも関わらず、アンチトランプメディア

の間でこれらの疑念を鎮火させる報道がなされた。これら誤魔化しのストーリーでは、

疑惑の箱は正規に認可された投票箱であり、メディアのオブザーバーは退去など求め

られておらず自分達で立ち去ったのであり、またオブザーバーがいない場合でも投票

を数えることは完璧に問題がないというものである。19 少なくともそう主張する。 

 

当然であるが、これらの事件はジョージア州司法長官や連邦司法省で十分に調査される

べきである。しかしそのような調査が行われているかどうかは不明である。一方で、適

切な説明がされていないこのビデオテープは選挙の公平性と正当性に疑問を投げかける

風潮を助長している。 
 

最後に、合法の投票が破棄される可能性がある例として、アリゾナ地区の連邦地方裁判

所に提出された裁判例からの申し立てがある。原告は、75000枚以上の不在者投票用紙

が実際に返却されたにも関わらず、未返却と報告されたと主張する。これら不在者投票

用紙は失われた、あるいは破棄され(トランプ氏の投票用紙破棄の申し立てと一致)、選

挙作業員や他の第三者が記入した白紙の投票用紙と交換されたのだと主張されている。
20
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無期限に封じられた投票者への不正行為 
 

無期限に封じられた投票者とは、高齢や何らかの障害で直接投票することが出来ない有

権者のことを言う。この無期限に封じられた投票者に関連する不正行為には2つのタイ

プがある。  

 

1つは高齢者や病人の身分や投票権への乗っ取りである。例えば、ジョージアにおいて、

老人ホームに入居している高齢男性の家族は、男性の同意無しに男性の有権者登録のID

で郵送投票用紙が要求され、提出されていたことを発見した。21 ペンシルバニアでも同

じような状況があり、ダウン症の娘をもつ二人の両親が投票へ行ったところ、娘の同意

なしに郵送投票用紙が要求され、提出されたことを発見している。22
 

 

無期限に封じられた投票者への不正のもう一つは遙かに悪性のもので、少なくともウィ

スコンシンで見られたものは重大である。いくつかの法廷の申し立てで重要なのは、”

無期限に封じられた投票者”として登録された”不誠実な有権者”が意図的に”ウィス

コンシン州の選挙法を破り、写真付き身分証明書の要件を回避した”というものである。 

 

この不正は、ある報道によると、”デーン郡とミルウォーキー郡の書記官が州の写真付

き身分証明の要件を回避する方法として、無期限に封じられた有権者となることを奨励

する助言を行った後に起きた、”とある。23 トランプ側はこれをはっきりと、不正へ

の公然の招待状であると非難している。そして、無期限に封じられた投票者として登録

されたウィスコンシン州の有権者の話や写真を見る限り、彼らは結婚式に出席し、バイ

クを乗り回し、休日を満喫し、その登録要件を満たす状況ではなかったようである。24
 

 

ここにこのタイプの選挙不正における重要な点がある。無期限に封じられた投票者の定

義が拡大されたが、– この定義はウィスコンシン最高裁判所において法的に正しくない

と認定されているが25 – その無期限に封じられた投票者の数は2019年においては7万人

以下であったが、2020年には20万人に激増している。26 この無期限に封じられた投票者

の130,000人以上の増加は、ウィスコンシンにおけるバイデンの勝利マージンの実に5倍

以上にも上っている。 

 
無資格の投票者と、複数の州で投票した有権者 

 

無資格の投票者とは、無資格と見なされた重犯罪者、未成年、室生特の有権者、不法
滞在の外国人、州外の不法な有権者、住所として郵便ポストを不法に使っている投票
者を指す。27  トランプ陣営の法務チームが提出した法廷報告書で、主席弁護士レイ・
スミスは2020年のジョージアでの選挙で投票した7万人以上の無資格者のリストを提出
した。28 またジョージアでは2万人以上の人々がジョージア州政府に住居移転届を提出
したり、州外への移動を示唆している。しかしこれらの明らかに無資格である州外の
有権者は、2020年の選挙でも有権者名簿に登録されたまま投票したようである。29 

無資格の州外の有権者に関する追加のデータとして以下のものがある。他州の80から
100名の自称Black Lives Matterの関係者がペンシルバニアで投票したことを認めてい

る。30
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複数の州にまたがって投票している有権者については、ある訴訟で、他の州で投票した
有権者の約15000票の郵便投票や不在者投票がネバダで受理されたとある。31 ここで注
意すべきなのは、ネバダにおいて、選挙員が投票に来た有権者をチェックする際、彼ら

が投票資格の適格性の証明として持っているべきカリフォルニアあるいはネバダの投票
身分証明があるかどうか、一貫した手続きがなかったことである。32

 

 
死者あるいはゴーストの投票 

 

広範囲にわたる証拠により、複数の激戦州で死者の有権者から驚くほど多くの投票が

行われており、ブルース・ウィルスの映画”シックスセンス”の選挙のようだという

皮肉を生みだしている。『ぼくには死んだ人が投票に行くのが見える』 

 

例えばペンシルバニアでは、トランプキャンペーンが実施した統計分析で有権者名簿と

公開された死亡記事を照合したところ、8000人以上の死亡が確認された有権者が郵送投

票を行うことに成功していた。 

 

ミシガンでは、宣誓書の中で提供された実体験報告で、デトロイトの投票所のコンピュ
ーターオペレーターは1900年に誕生日を持つ有権者の何千もの投票用紙に、投票集計し
て宇から名前と住所を手動で入力していた。34 ネバダにおいては、3年半前に死んだ妻

が2020年11月2日の郵便投票に成功したことを彼女の夫が確認している。35
 

 

ここで、死者による投票がシカゴ市長のリチャード・デイリーとシカゴの投票マシンに

より、リチャード・ニクソンから勝利を奪う上で重要な役割を果たしたという事実に注

目しておくといいかもしれない。ある報告によると3000票以上が死者の名前で投じられ、

31000以上の人間が市内の異なる場所から2回投票したとある。イリノイにおけるケネデ

ィ大統領の勝利マージンは9000票に満たなかった。 

 

ゴーストによる投票に関して、ゴーストの投票者とは登録した住所にもはや住んでいな

い有権者の名前で投票用紙を請求し、提出した者を指す。例えばジョージアでは、2万

人以上の不在者や早期投票者 – これはバイデンの勝利マージンの2倍である – が州外

に転出した後に投票したと言われている。36 ネバダでは、ある選挙員の報告によると、

1日あたり50枚もの投票用紙がすでに住民が退去した家に届けられているという。37
 

 

複数回カウントされる票 
 

票を複数回数えることは、特に大量の票が電子集計機に繰り返しスキャンされ、繰り返

し集計されることで起きる。また同じ人が同じ日に何度も投票することでも起こりうる。

これら”投票用紙の詰め込み”の証拠は、激戦州の全ての州に存在する。 
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例えばウィスコンシンでは選挙員が集計機に複数回票を通しているところを目撃されて
いる。38 ミシガン州ウェイン郡では、共和党の選挙監視員が、投票集計機に大量の票が
3から4回スキャンされているところを目撃している。39

 

 

ペンシルバニアでは選挙員が、ある女性が同じ日に外見を変えて二度投票する姿を目撃
している。40 また別の選挙員は、投票所の一角の投票列に並んでいた人々が投票後、そ
の建物の反対側にある別の投票所に来ているのを目撃している。41 さらに別の選挙員は、
選挙日に投票機で2回投票する女性を目撃した。42

 

IV. 票の誤処理による不正(ballot mishandling) 

票の誤処理による不正は2020年大統領選の2番目に大きな規模を持つ不正の軸である。

Table 4に示す通り、これは激戦州のほとんどにまたがる問題である。この問題につい

て、まずは有権者の身元確認が適切に行われていなかったことから見ていこう。 

 

Table 4: 激戦州における票の誤処理による不正 

 

 

投票者のIDを未チェック 
 

選挙に正当性を与えるため、有権者が直接投票に来た時、選挙員が有権者の身元と登録

を適切に確認することは非常に重要である。しかし激戦州のいくつかで、適切な身元確

認が行われていなかったという証拠が存在する。 

 

例えばミシガンでは、投票所の議長が、有権者証明を提示せず、免許証のコピーだけで
投票することを許可していた。43
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ネバダでは、選挙員が、登録を希望するが適切なネバダの身分証明あるいは運転免許を

持っていない人々に以下の助言をするよう指示されていた：未登録の方は駐車場に出て、

2021年1月までに身分証明としてネバダ州運転免許を取得するよう陸運局に予約するこ

と。その後、陸運局の予約確認書を紙かデジタルの形で持参すれば登録できる、と。44
 

 
署名照合の不正 

 

票の集計で、郵送票や不在者票の封筒の署名が、投票者の登録記録と一致しているかど

うかを法的に確認することは非常に重要である。45 しかしネバダ、ペンシルバニア、特

にジョージアで署名照合の不正が大きな問題となっていることは注目したい。 

 

ジョージアでは州法に反し、州務長官は民主党との間に、署名照合を2回ではなく1回に

弱める同意協定を締結した。この違法な証明照合の弱体化はジョージアの120万以上の

郵送票に疑問を投げかける結果となった。46
 

 

署名照合の問題が浮上したのはジョージアだけではない。ネバダの法律では、機械でな

く人の目で全ての署名と票を確認することになっている。しかしクラーク郡投票者登録

所では、Agilisという欠陥のある署名照合マシンを用いてそのチェックを行った。47 後

述するように、ネバダの法律に反して人に代わり機械が作業を行う問題は、Agilisのシ

ステムが許容できないほど低い精度を持っている事実からさらに悪化し、不正票がチェ

ックをすり抜けることを容易にしている。48
 

 

署名照合問題はウィスコンシンでも起こっており、郵送投票のため義務付けられている

有権者情報の証明が州法に反して削減あるいは排除されていた。ある訴訟で指摘されて

いるが、この変更は”州議会の権限を損ない、郵送票の不正を容易にすることで選挙の

安全性と正当性を低下させ、ウィスコンシン州選挙法の明確な条項に抵触する標準以下

のルールを作り、州全体で不在者票を一律に扱うことを妨げる”ものだった。49
 

 
封筒のない“むき出しの票” 

 

むき出しの票とは、署名の書かれた封筒を欠く郵送票や不在者票を指す。投票者の身元

確認をする唯一の方法である封筒がない場合、むき出しの票を受理するのは違法である。 

 

むき出しの票を違法に受理する行為は特にペンシルバニアで顕著であり、民主党員とし
て登録される州務長官長官50 による”むき出しの票”もカウントしてよいという指導の

結果とる。 
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このような指導の発行は州法に違反するが51 、民主党員では郵送による投票率が異常に

高いため、バイデンの票を増やす民主党政治家の露骨な試みであるように見える。この

事件は特に非難されるべき事態であり、ペンシルバニア最高裁がこの指導を却下すると、

州務長官は、不適格な郵送票あるいは不在者票を選挙担当者がカウントしないよう指示

する新しい指導の発行を拒否している。52
 

 
不十分な過程管理と不正票の取り扱い/移動 

 

投票された票の過程管理は公正な選挙の要である。票が適切な監視や監督なしに、不正
に転送、操作、移動されると、過程管理がなされなくなってしまう。53

 

 

過程管理の問題は全ての票に適用されるが、不十分な管理のリスクは郵送票や不在者票

で特に高い。これはこれらの票が多くの手を経なければならないから起こる。 

 

2020年大統領選において、監視されてない投票箱(多くは違法)の使用が高まったことか

ら、この不十分な過程管理のリスクは高まった。また、第三者が有権者から票を取得し、

投票箱に入れたり、選挙管理者に直接届ける行為、いわゆる”票の収穫”も増加した。 

 

投票箱と票の収穫は悪質な者に不正票を選挙プロセスに挿入する機会を提供する。これ

が非常に深刻な問題であるのは、BlackBoxVoting.orgの観察からも明らかである。“法廷

では、過程管理の違反は証拠を認めることの拒否や、告発を却下する結果になる可能性

がある。選挙においては、過程管理の違反は’不可逆的な不確実性’をもたらし、裁判

所は選挙のやり直しを命じることにもなる。”54  
 

投票箱の問題の例として、ペンシルバニアでは州法に違反して、票はナザレ投票所の投
票箱に投函された。55 同様にペンシルバニアで、ナンバープレートのないジープから降
りてきた男が監視のない投票箱から票を取りだし、集計センターへ持ち込むところを映

像と写真に撮られている。同じ男が空の投票箱を持って戻ってくるところも確認されて
いる。56

 

 

ウィスコンシンでは、州の選挙委員会は不在票を集めるため、違法に500個の投票箱を

設置した。しかし、これらの投票箱は民主党員の登録の多い都市部に不釣り合いに設置

されており、バイデン候補に有利な状況であった。注：ウィスコンシンで投票箱を使用

することはいかなる場合であっても違法である。従って、投票箱を介した票は選挙にカ

ウントされてはならない。57
 

 

票の収穫の例として、この場合はその初期段階を指すが、ペンシルバニアの老人ホーム
の住人から25000票が同時に要求された件がある。58
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過程管理の問題の追加の例として、以下のものもある。ウィスコンシンの中央集計所に
不在者票の大きな箱がすでに封筒を開けられて到着した。これはこれらが改竄された可
能性があることを示す。59 にも関わらず、これらの票は集計された。 

 

ウィスコンシンではまた、選挙員が白紙の票の入ったバッグが監査なしに車両に積み込

まれ、走り去るところを目撃している。60 また先に言及された例では、ニューヨークか

らペンシルバニアへ大量の偽造票を輸送したというトラックの運転手の直接証言もある。 

 

票の不当な扱いや移動に関する最後の注意点として、違法な投票集計者の問題がある。

彼らは投票用紙を数えることを法的に認可されてない、あるいは証明のない人々である。 

 

奇妙なケースとして、2019年カマラ・ハリスキャンペーンに従事した公式カメラマン61

が、ジョージア州フロイド郡の票のスキャンに関与していた事が疑われていることで

ある。投票集計者は大統領選挙の候補者といかなる関係を持ってはならない。 

 
消印なしに受理される票と、票の遡及処理について 

 

全ての激戦州において、選挙員が消印のない郵送票や不在者票を集計することは州法違

反である。また票の消印を遡らせ、受理と集計の期日に間に合ったと見なされるように

するのも違法である。いくつかの激戦州でこの不正行為の証拠が見られている。 

 

例えばウィスコンシンでは、ある宣言によると、ミルウォーキーの米国郵政公社(USPS)
の従業員は繰り返し2人の管理者から遅れて到着した郵送票の日付けを改竄して集計す
るよう繰り返し指導されていた。62 また、ウィスコンシンにおいてUSPSは少なくとも
10万票の日付けが改竄されていると主張されている。63

 

 

同様にミシガン州デトロイトでも裁判で指摘されているように、選挙員が不在者票の日
付けを改竄して集計できるようにするよう票集計者に指示を出していた。64 ある選挙員
は、ミシガンで消印のない票が集計機を通過しているのを目撃している。65
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V. 疑わしきプロセスの不正(contestable process fouls) 

装填となるプロセスの不正とは2020年大統領選の第三の軸となる不正である。このプロ

セスの不正は、Table 5で示した通り、激戦州の至るところで様々な形式で発生する。 

 

Table 5: 激戦州における、疑わしきプロセスの不正 

 

 

選挙調査員と監視員の不正 
 

選挙の公平性と正当性の中心にあるのは、票の受理、開封、集計を監視員が監視するプ

ロセスにある。Tabole 5を見れば、選挙員と監視員の不正が激戦州の全てで行われてい

たことが分かる。 

 

ジョージア66、ミシガン67、ペンシルバニア68 の選挙調査員と監視員は、選挙の裁判官

や他の選挙員により、投票集計センターへの立ち入りを拒否された。これは適切な証明

書や身分証明をしたにも関わらず起きたのである。 

 

ジョージア69、ミシガン70、ネバダ71、ネバダ72 では、共和党の選挙調査員は閉鎖された

エリアに追い込まれ、限定された場所しか監視できなかった。いくつかのケースでは、

この行為は地元の法執行機関により強制されて起きたものである。 
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これら4つの激戦州において、共和党の選挙調査員は投票集計人から不当に長い距離を

置いて立つよう命じられている。ミシガンでは、おそらくこの監視不正の中では筆頭と

いえるものだが、選挙員が票を処理、集計する部屋の窓にポスターボードを張り、視界

を遮った。73 ペンシルバニアでは、数万の票が選挙監視員が監視できない奥の部屋で処

理された。74
 

 

選挙調査員や監視員こそが公平な選挙プロセスの最前線を守る役割を持つため、これは

非常に深刻な問題であると言える。彼らの仕事は全ての票が適切に処理され、それに応

じて集計されることにある。彼らは以下の問いに答えを出せるだろうか。署名照合のプ

ロセスは行われていたか？各投票用紙は封筒があったのか、それともむき出しのままだ

ったのか？票が複数回、集計機を通ることはなかったか？ 

 

選挙調査員や監視員が視界を遮られ、あるいは許容できない距離からの監視を強いられ

た時、彼ら監視者は上記の問いに答えられなくなる。ゆえに、彼らは重要な監視の使命

を果たすことが出来ないのである。 

 
州法に違反した郵送票と不在者票 

 

ジョージアでは選挙日の180日以上前に不在者票を申請した30万人以上の人が投票を許
可された。これは明らかな州法違反である。75

 

 

ペンシルバニア及びウィスコンシンにおいて、民主党の選挙管理者が選挙日後に郵送

票と不在者票を一方的に受け入れるよう行動した。州の共和党員はこれを州法違反だ

と主張している。 

 

ペンシルバニアにおいて、不在者票と郵送票が選挙日の3日後まで受理された。76 11月7
日、最高裁は法的な異議申し立てを見越し、11月3日を過ぎて到着した約1万票の不在者
票及び郵送票を選挙日に到着した票と区別するよう命じた。77 この指示にも関わらず、
選挙調査員は11月7日、、デラウェア郡で州法に反し、前日の夜に届いた票が選挙日に
届いた票と区別されなかったことを報告した。78

 

 

ウィスコンシンの州法では早期投票を許可していない。にもかかわらず、民主党の本拠

地であるウィスコンシン州マディソンの市職員は200カ所以上の”公園の民主主義”違

法投票所の設置を支援した。 

 

これら不法な投票所はバイデンキャンペーンで推進し、支持されていた。これらは不在

者票の証明を提供し、あらゆる点で合法の投票所のように振る舞った。さらに、これら

の投票所は、直接あるいは不在者投票に法令で認められた、選挙に先立つ14日間の限ら

れた期間外の票も受け取っている。これは明らかな州法違反だった。79
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適切に登録していない、投票資格のない投票者 
 

選挙員の仕事の1つは直接投票が法的に登録され、本人であることを確認することであ

る。6つの激戦州のうち、少なくとも3つでこの仕事が効果的に行われていない可能性が

ある。 

 

例えばウィスコンシンでは、選挙調査員が投票を申し込んだ人々の資格に異議を唱えた
り、そのような人々の資格証明を要求することを当局が拒否している。80 ジョージアで
は州の記録に投票登録がされていない2000人以上が投票している。81

 

 

ペンシルバニアでは、ある投票調査員は投票員が投票登録簿に名前のない人々を、調査

員に監視されない別の場所に連れて行くところを目撃している。そこでは明らかに、未

登録の投票者が選挙判事と会い、以下の発言をされたと言われている。”戻ってこれが

君の名前だと言えば投票できる。”82
 

 

投票所での違法キャンペーン 
 

選挙員は政治的に中立でなければならない。選挙員が投票所で片方の候補者に偏見を

示す時、それは州法に違反している。残念ながらその法はミシガン、ペンシルバニア、

ウィスコンシンでは繰り返し無視された。 

 

例えばペンシルバニアでは、選挙員は” Voter Protection”と呼ばれるグループの服を身

に付けていた。このグループは100％民主党が出資する、ペンシルバニアで選挙区画運

動に専念する政治活動委員会である。その服を身に付けることは、明白に違法な選挙運

動である。83
 

 

ミシガンでの同様の違法な選挙運動では、選挙員はBlack Lives Matterシャツを着て、
オバマ大統領のトートバッグを所持していたものがある。84 さらに、バイデンとオバマ
のキャンペーンシャツを着た選挙員は票集計フロアに入ることも許されていた。85

 

 

ウィスコンシンではバイデンキャンペーンの代表者がクリップボードを掲げ、投票に向
かう人々に話しかけていた。彼らは明らかに選挙運動禁止区域にいた。選挙員は、監視
員の反対にも関わらず、これら違法な選挙運動を摘発することはなかった。86

 

 
法に反して選挙員や投票者に修正される票 

 

特定の状況下で、選挙員や投票者は間違いや不一致のある投票用紙を修正することがあ

る。これは”票の修正”と呼ばれる。 

 

19の州で選挙員は、票に間違いや不一致があると投票者に呼びかけ、票が正しく集計さ
れるよう訂正あるいは間違いを修正するよう呼びかける義務がある。87 しかし、修正を
認めてない州では、署名の欠落や不一致のある票は破棄されなければならない。88
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ペンシルバニアでは州法に反し、選挙員は投票者が票の修正あるいは”訂正”をするこ
とを許していた。89 ある訴訟の提出書類によると、ペンシルバニアの民主党が優勢な郡
では選挙日に先立つ公式選挙調査の事前活動に参加し、”郵送された票に不備がないか

どうかを確認した。” 90 このような不備には”内側の秘密保持封筒や、外側の申告封筒
の署名が欠けていること”が含まれていた。投票者達はその後、票を修正できると通知
される。これは明らかな州法違反である。91

 

 

違法に修正された票の例は他にもある。ウィスコンシンでは選挙監視員の反対にも関わ
らず、数万票が点検され、訂正あるいは修正された。92

 

 

ペンシルバニアでは、選挙員は約4500票に様々な誤りを見つけ、それを仕分けた。その
後、選挙員はそれら4500票を記入し直し、集計機で読めるようにした。これは明らかな

州法違反である。93
 

 

ミシガンでは選挙員はが票の外側封筒の日付けを改竄し、集計できるようにした。94 ミ
シガンの選挙員はまた”投票者の意向である”と信じるとおりに空白票に記入し、郵送
票や不在者票を”修正”した。95

 

 
VI. 平等保護条項違反による不正(Equal Protection Clause violations) 

平等保護条項とは米国憲法修正第14条の一部であり、アメリカ合衆国の柱の1つである。
この平等保護条項は、合衆国はどんな市民に対しても、法による平等な保護を否定して

はならないと規定している。96
 

 

Table 6 に示すのは、2020年大統領選における3つの主な平等保護条項違反である。表が

示す通り、これら違反は激戦州の全てで起きている。 

 

Table 6: 激戦区で見られる平等保護条項の違反 
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直接の投票者に適用される認証と身分証明書の高い基準 
 

第一の違反は、直接の投票者は郵送票や不在者票と比較して有権者認証や身分証明に高

い基準を求められることである。事実上、トランプ大統領へ投票する人々は郵送票や不

在者票より直接投票を選ぶ方が遙かに多かったため、これら高い基準はバイデン側に有

利となった。郵送票や不在者票は全国的にバイデン候補に大きく偏っており、州によっ

ては3/4がバイデン票であった。97
 

 

ここで注目したいのは、不正行為と票の誤処理のほとんどは郵送票や不在者票に力を注

いでいたという点である。ゆえに、これらの有権者への調査精度が低いほど、トランプ

と比較してバイデンへの不正票が滑り込みやすくなる。もう一つ注目したいのは、この

平等保護条項の違反は選挙調査員が適切な監視を否定されてさらに可能になったという

事実である。 

この平等保護条項の違反の顕著な例としては、ジョージアとミシガンの件がある。ジョ

ージアでは、直接投票に身分証明書が必要であり、ミシガンでは身分証明書なしなら仮

投票しか認められなかった。しかし、ジョージアとミシガンにおいて、前回の投票です

でに登録を済ませている人であれば、郵送票に身分証明は求められなかった。 

 

これらの手続きは不正のために改悪もされている。事実、選挙不正専門の犯罪者が、過

去の選挙で投票したがここ最近の選挙では投票していない有権者を標的にしたという証

拠がある。彼ら犯罪者はこのような投票に行く頻度の低い有権者になりすまして投票を

行うが、捕まる可能性は極めて低い。しかし多数の宣誓供述書から、投票所に来たら記

録上すでに投票は終了していると告げられ、帰らされた者も複数いる。そのような宣誓

供述書はジョージアで少なくとも14も提出された。 

 

追加の例として、ウィスコンシンでは封筒の所定の位置に証明署名のない郵送票が受理
されている。98 これらは直接投票波の基準を求められたら、無効になっていただろう。 

 
票の修正に対する異なる基準 

 

平等保護条項の2つ目の主な違反として、これも激戦州の全てで見られるが、票の誤り

を修正する(票の修正)うえで異なる基準が州内の異なる管轄区域間で適用されたことで

ある。つまり、民主党員が多数を占める管轄区域では、共和党員の管轄区域よりも、票

の修正が許可されるケースが拡大されることが多かった。 

 
ペンシルバニアでは、民主党の郡と共和党の郡で票が修正される – あるいはされない 

– かどうかの処理方法に明らかな違いがあった。ペンシルバニアの州務長官キャシー・
ブックバーは票の修正を許可する違法な指示を発行したが、少なくとも8つの共和党の
郡はこの違法な指示に従わなかった。99 対して、共和党の郡はこの違法な指示のもとで

票を処理した。100
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アリゾナでも直接投票と郵送票の扱いに明らかな差があった。郵送票は選挙日前に届け

られた無効な票の”修正”あるいは”訂正”に5日間までの猶予があったが、101 一方で

例えばマリコパ郡の直接投票者は電子投票機の適切な扱いを知らない選挙員との対応を

迫られた。これは数千の直接投票が修正されず、不備があるとされ、認められない結果

となった。102
 

 
党派別の選挙調査員への異なる扱い 

 
ほとんどの州で政党の候補者と投票発行委員会は選挙調査員と監視員を任命し、票の集
計プロセスを監督する。103 これら選挙調査員と監視員は有権者として登録されており、
投票所で職務を遂行できるよう選挙管理者に証明書を提示しなければならない。104

 

 

このような公認の選挙調査員は政党の所属に関係なく、適切な距離からの監視が許さ

れるべきである。しかし民主党の重要拠点であるウィスコンシン州デーン郡やミシガ

ン州ウェイン郡では、特にバイデン票が優勢であったが、ここでは共和党の選挙調査

員や監視員は投票所への立ち入り拒否や嫌がらせ、脅迫にいたる等不当な扱いを受け

ている。 

 

例えばジョージアでは公認の選挙調査員が、投票場にいる他の選挙員達が政党の所属を
理由に調査員に話しかけないようにするという会話しているのを聞いている。105 ペン
シルバニアでは、共和党の選挙調査員は嫌がらせを受け、政党の所属を理由に投票場か
ら追い出された。106 ウィスコンシンでは、共和党の選挙調査員は、投票場に共和党員
は入れないという事実に基づき監視を妨害された。107

 

 

注目したいのは、前のセクションで議論したように、公認の選挙委員への妨害に関連す

るプロセスの不正と、政党の所属の違いで起きる拒否や、嫌がらせ、脅迫などの保護条

項の違反の不正に相乗効果があることに注意したい。 
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VII. 投票機の不正(2020 Election Voting Machine Irregularities) 

 
全50州で票の集計に使用される機械とそのソフトウェアほどテクノロジーの発展が諸刃
の剣であるという事実を突きつけるものはない。108 投票機器の種類には紙の票を処理
する光学スキャナー、有権者が直接候補者を入力するために使う直接記録型電子システ

ム、そして人が読むための票を作成する様々なマーキング装置がある。109
 

 

2020年大統領選では、主に2つのタイプの投票機器の不正が疑われている。Table 7で示

す通り、これらの不正は投票機の大規模なエラーと、不可解な票の入れ替え、バイデン

側で顕著だった票の急増がある。 

 

Table 7: 2020年大統領選における投票機の不正 
 
 

 

投票機の大規模なエラー 
 

この不正のほとんどは29州に投票機器を提供する、ドミニオン社が関与していると言わ
れる。110 批評家によると、ドミニオンのルーツはベネズエラの独裁者ウゴ・チャベス
が選挙を支配する時に使用した活動に遡ると言われる。112ドミニオンはまたクリントン
財団との関係も疑われ、ドミニオンの機器で使用されるスマートマチック社のソフトは
反トランプのグローバリストであるジョージ・ソロスとの関係も疑われている。113

 

 

ドミニオンとスマートマチックを巡る論争はさておき、機材のエラーに関する大きな問

題の1つはAgilisと呼ばれる会社に行き着く。ネバダ州の民主党拠点であるクラーク郡

の選挙管理者はAgilisの署名確認装置を使用し、13万人以上の郵送票をチェックした。 

 

カーソンシティの地方裁判所に提出された訴訟によると、Agilisの装置は”メーカーが

提案したよりも低画質”であるとされる。またクラーク郡選挙管理局の職員は、メーカ

ーの推奨する基準以下まで精度を低下させ、検証プロセス全体を信頼性の低いものにし

た。 114
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検証テストでは、メーカーの設定ですでにAgilisの装置は低い精度を大幅に許容する状

態であることが証明され、実に50%もの非一致率があった。言い換えれば、装置を通過

する票の半分は検証が不可能であるということだ。そしてクラーク郡の職員は、精度を

さらに下げていた。115
 

 

このケースに対する最後のコメントとして、広い範囲の法的問題があることが挙げら

れる。Agilisの装置は”選挙担当者による署名照合を完全に置き換えるために”使用

されたという事実である。これはネバダの州法違反である。 

 

法廷では以下の指摘もある。”ネバダの州法に反し、クラーク郡選挙管理局は、郵送票

の30％の署名確認を人の目による名確認をさせることなく、Agilisの装置のみに確認さ
せていた。”116

 

 

同じような問題がアリゾナ州の法廷にも提出され、Novus6.0.0.0というソフトが問題と 

なっている。集計機が読み込む時に損傷していたり読み込めなかったりした票があった

とき、Novusはそれらの票を修復するために用いられる。しかし、アリゾナ州共和党の

議長ケリー・ウォードが提出した裁判で指摘がある通り、”装置の精度は余りに不正確

で、しばしば投票先をひっくり返すことがあった。”117
 

 
不可解な票の入れ替えとバイデン票の急増 

 

上記で述べたアリゾナのNovusの問題をさらに複雑にするのは、このソフトの精度が驚

くほど低いからだけではない。監視員によると、不可解な票の入れ替えがあり、”その

ソフトは誤ってトランプの2倍の頻度でバイデンに票を入れていた、”とある。18
 

 

大規模かつ不可解な票の入れ替えとバイデン票の急増の1つの例として、ミシガン州ア

ントリム郡のケースがある。これは前述の物議を醸すドミニオン＆スマートマチックの

投票機のコンボに関連している。119 共和党の拠点であるこの地域では最初にバイデン側

へ6,000票が誤ってカウントされていた。この集計結果は有権者登録や歴史的パターン

に反していたため注目を集めた。そして調べてみると、この6000票は実際はトランプ氏

の票だったのだ。 

 

その後アントリム郡の集計機に法化学的監査が行われ、ドミニオンシステムが実に68％
ものエラー率を持っていることが判明した。121

 

 

ハッカーやドミニオン社に関連する悪質な外国勢力の存在が疑われているが、問題は外

部からのインターネットアクセスの探知に役立つはずの記録はアントリム郡のシステム

から消去されていたことである。これは投票記録の22ヶ月の保存を義務づけるミシガン

州の州法に直接違反するもの122だが、以前の選挙の情報は残っている一方で、今回の選

挙の記録のみが消されていた。少なくともこの監査結果は、合衆国の他の州でもドミニ

オンシステムの徹底的な調査が必要であることを示している。 
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ジョージアではドミニオンの装置に、結果が変わるほど多数の“不具合”が認められた。
その中でも注目されたのは、バイデン票が2万票も急増する一方、トランプ票が1000票
減少した変化だった。123

 

 
VIII. 統計的異常に見る不正(significant statistical anomalies) 

2020年大統領選は少なくとも4つの統計学的な異常が問題を提起している。Table 8に5

つの激戦州で見られるこれら統計的異常を示す。票を見て分かる通り、ウィスコンシン

とジョージアはこの統計的異常が多く、4つの異常のうち3つが存在している。ネバダと

アリゾナは2つ、ミシガンでは少なくとも1つの異常がある。それぞれの統計的異常につ

いてより詳細に考察してみよう。 

 

Table 8: 激戦州に見られる統計的異常 

 

 

前回の選挙と比べ、郵送票・不在者票の否決率の異常な変化 
 

郵送票や不在者票は様々な理由で否決されるが、これは全50州においては通常の現象で
ある。これらの理由には以下がある：署名がない、署名が一致しない、期限を過ぎての
到着124 、投票者の身元を確認するための外封筒がない郵便票(むき出しの票) 125、ある
いは投票者が投票用紙に不正確あるいは不完全な情報を書き込んでいた時である。126

 

 

2020年大統領選において、バイデンはあり得ないほど高い割合で郵送票や不在者票を受

け取っていた。偶然ではないかもしれませんが、ペンシルバニア、ネバダ、そして特に

ジョージアで、それらの票の否決率も大幅に低下していた。 
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例えばネバダでは全体の否決率は2016年で1.6%127であったのに対し、2020年では0.58%
となっている。128 ペンシルバニアでは2016年は1.0％129であったが、2020年には0.28％
130で事実上ゼロとなった。不在者票の拒否率が最も大きく変化したのはジョージアで、
2016年に6.8%131 であったのが、2020年にはたった0.34％132 にまで低下した。 

 

この否決率の大幅な低下は激戦州の民主党選挙管理者が、郵送票や不在者票を低レベル

のセキュリティチェックの対象とするために努力をしていることを示している。この州

政府の行動や選挙システムを弄ぶ不正がバイデンに有利になるような結果をもたらした

可能性があることは、単純な計算で説明できる。 

 

2020年の選挙において、ジョージア選挙当局は1,320,154票の郵送票/不在者票を受け取

った。もし票が2020年の否決率0.34％でなく、2016年の6.8％で否決されていたら、実

際に否決された4489票でなく、81321票が否決されていたことになる。  

 

控えめに仮定しても60％の郵送票と不在者票がバイデンに投票されたとすると133 この
異常な否決率の低下はバイデンに16,264票渡ったことになる。これはジョージアにおけ
るバイデンの勝利マージン以上の票数である。 

 

異常に高い投票率 (時に100%以上) 
 

登録されている、あるいは資格のある有権者以上の票が投票された時、不正行為が行わ

れている可能性が高い。2020年大統領選でも、6つのスイングステート全てで異常に高

い投票率が確認された。 

 

この問題を分析するにあたり、重要なのは当日登録を実施している州としていない州を

分けることである。当日登録を実施している州は投票率が100％を越える可能性がある。

しかし、当日登録をしていない州では不正無くしてそれが起きることはありえない。 

 

では当日登録をしていないアリゾナについて考えてみよう。MITで研修を受けた数学者

の証言によると、バイデン候補はドミニオン投票機にプログラムされたアルゴリズムに

より、州での勝利を導くためマリコパ郡の民主党票が130％に増加されて受け取ってい

る可能性がある。134
 

 

ミシガンでは当日登録を認めているが、それでも投票率は異常に高かった。ここでもド

ミニオン投票システムが関与している。 

 

サイバーセキュリティ専門家であり元NASAのアナリストであるラス・ラムスランドは、

ドミニオン投票システムが使用されるミシガン州ウェイン郡の47の管区のうち46の管区

で96％以上の投票率を示し、そのうち25の管区では投票率が100％を越えていたと証言

した。135
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ウィスコンシンでは当日登録を許可しているが、2016年に比べて異常に高い投票率が報
告されている。例えばミルウォーキーでは2016年75%だった投票率が、2020年では84％
に上昇している。136 その327の投票区のうち、90カ所で投票率が90％を超えていた。137

 

 
政党登録と歴史的パターンから見て統計的にあり得ない投票数 

 

2020年大統領選は歴史的なパターンと一致して党派色の強い投票が特徴だった。原則と

して、共和党の強い管轄地域はトランプ大統領に、民主党の強い管轄区域はバイデンに

投票した。 

 

しかしいくつかのケースにおいて、党派的、歴史的パターンの崩れたところがあった。

そしてそのような場所こそ、明白な不正や装置のエラー、操作があった可能性が高いの

である。 

 

このような統計的にあり得ない投票の一例はアリゾナ第五下院選挙区の結果に見られる。
クイーンリーク郊外のある地区で、トランプ大統領への投票率が2016年と比べて67.4％
から58.5％へと大きく低下した。138 これは重複投票の数が”異常に多い”ことに起因
する。139

 

 

異常な投票の急増 
 

ジョージアやミシガン、ウィスコンシンで票の異常な急増が11月4日の非常に早い時間

帯に認められた。New York Timesの選挙正当性プロジェクトの分析により選挙当日のデ

ータが公開され、バイデンに特に多い割合で投票の”ジャンプ(spike)”が見られた。

このバイデンジャンプや票の急増は不正票をカウントした事から起きた可能性が高い。 

 

例えばジョージアでは11月4日1:34AM、バイデンに136155票が追加され、トランプ大統
領には29115票が追加された。140 ミシガンでは11月4日3:50AMにバイデンへ54497票、ト
ランプ大統領に4718票が追加された。141 ウィスコンシンでは11月4日3：42AM、バイデ
ンに143379票、トランプ大統領に25163票が追加された。142
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IX. 立法府・司法府の州ごとの分析と警鐘を鳴らすことの失敗 

幸せな家庭はどれも似通っているが、不幸な家庭はそれぞれの不幸を持つ。. 

『アンナ・カレーニナ』レフ・トルストイ 

 

このレポートで報告された通り、6つの激戦州の全てがほとんど、あるいは全ての6つの

策謀に苦しめられているのは明らかだろう。しかし、トルストイの不幸な家族のように、

各激戦州の不正の手法が州ごとに異なるのも事実である。すなわち、激戦州ではジョ

ー・バイデンに勝利を導くため、それぞれが重要と考える不正を独自にミックスしてい

るという特徴がある。 

 

バイデンの勝利マージンが10457票と最も低かったアリゾナを考えてみよう。ここでは

マリコパ郡とピマ郡で統計的にあり得ないほど高い投票率があり、バイデンに多い160

万票の郵送票があり、そしてそれらはトランプ支持に多い直接投票者に対してよりも遙

かに緩い認証基準と身分証明の確認だった。 

 

ジョージアでのバイデンの勝利マージンは11779票だった。南東部の州で際立ったのは

何百万もの郵送票の署名確認を排除した違法な協定だろう。ここには真夜中にテーブル

の下から取り出され、迅速に集計された謎の10万票という未解決の偽造票問題もある。

もちろん、このジョージアの選挙区のスリーカード・モンテさながらのマジックにより、

バイデンジャンプが記録されたことも忘れてはならない。 

 

激戦州の中で選挙調査員や監視員を最も苦しめた栄光に輝くのはミシガンだ。”窓にボ

ードを貼り付け”、”監視員を不倒に扱う”戦術により、ウェイン郡デトロイトはまさ

に見ざる聞かざる言わざるを強いる悪の枢軸といえた。地元の共和党の職員2人がこの

郡の票の認定を保留して監査を要求した時、彼らは酷い脅迫を受け、ネット上の個人攻

撃の的となり、降伏させられた。143
 

 

ネバダといえばバイデンの勝利は薄いはずだった…その勝利マージンは33596票である。

ここではAgilisの装置に関連する不正操作により、13万票もの疑わしい票が生み出され

ている。また州外の有権者や居住条件を満たしてない有権者による投票が異常に多かっ

た可能性がある。もちろん、バイデン票を買うためのネイティブアメリカンへの卑劣な

賄賂が州や民主党に薄汚い泥を塗ったことは言うまでもない。144
 

 

ペンシルバニアでは同様に薄汚い民主党の州務長官がむき出しの票を受理するための違

法な指示を出し、ペンシルバニア最高裁からの修正命令を無視した。彼女は州法に反し

て票が違法に修正されることを許可し、選挙日後に届いた票の受け入れを押し通した。 
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ペンシルバニアでもジョージアのスリーカード・モンテと同様、テーブルの下から不正

票をシャッフルしながら取り出すマジックもあったが、不正票を作り出した疑惑も未解

決のまま残っている。トラック運転手の証言を思い出してみよう。彼はニューヨークで

作られた10万枚の偽造票をペンシルバニアへ届けたと言っていた。このトラックトレー

ラーと関係する投票用紙は両方とも行方不明のままだ。そしてこのトレーラーの中にあ

ったかもしれないものは、選挙をバイデンの勝利とするに十分な量だった。 

 

最後にウィスコンシン、疑惑のプロセスの母であるが、ここでは不在者票を装って郵送

票約17万票を集計機に通すという明らかな州法違反がある。これはバイデンの勝利マー

ジンである20682票の8倍以上である 

 

ウィスコンシンでは”無期限に封じられた有権者”の定義を大幅に拡大することに関連

する大規模不正もある。ここで、2020年大統領選で増加した新たな無期限に封じられた

有権者の数は、バイデンの勝利マージンの5倍以上であったことを思い出して欲しい。 

 

**** 

 

民主党の政府関係者が6つの激戦州の全てで不正を行い、選挙ゲームを繰り広げていた

頃、共和党の政府関係者(知事や州議会議員、裁判官に至るまで)は何の対抗策も採って

いなかった。 

 

6つの激戦州のうち、アリゾナ、ジョージア、ミシガン、ペンシルバニア、ウィスコン

シンの5州の州議会の両院は共和党である。145 これらの州議会には明らかに、このレポ

ートで報告された6つの軸となる策謀を調査する権限と機会があった。しかし彼らは激

しい政治的圧力に屈し、憲法上の義務と責任を放棄した。そのため、政党だけでなく州

と国を裏切る結果となった。 

 

同様のことは6つの激戦州のうちで共和党の知事がいるアリゾナとジョージアにも言え

る。アリゾナのダグ・デューシー知事とジョージアのブライアン・ケンプ知事は自分達

の州が選挙不正で汚されている時、知事官邸に引きこもり、ただ傍観していた。 

 

アメリカ政府の司法部門はこのレポートで示された問題の最後のセーフティネットであ

るべきである。それでも最高裁判所を含め、州裁判所および連邦裁判所は、アメリカ国

民に突きつけられた選挙不正を裁く職務を拒否した。彼らの失態はアメリカ合衆国が大

きな危険を孕んでいることを示している。 
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最後の考察 

このレポートの調査から、トランプ-ペンス陣営に対して選挙を有利に進めんとする協

調的な戦略があったのではないかと推察できる。事実、このレポートで考察された選挙

不正のパターンは6つの激戦州全てで見られ、それはつまり、選挙をただ盗むのではな

く、選挙をただの戦略ゲームに貶め、バイデン-ハリス陣営に有利な状況に不当に持ち

込む協調的な戦略があったことを示唆する。 

 

この”投票箱に票を詰める”戦略の主な部分は、テキサス州が最高裁判所に提出した訴

状に適切にまとめられている。 

ジョージア、ミシガン、ペンシルバニア、ウィスコンシンの民主党陣
営はCOVID-19の流行を理由に立法府の権限を侵害し、州選挙法を不当
に改正した。これらの法改正を執行部の独断的な命令や身内の訴訟に
より達成し、選挙の尊厳に泥を塗った。146

 

テキサス州の訴え - 残念ながら最高裁はこの審理を拒否 – によると、この戦略の目的

は激戦州で”何の確認もしないまま何百万もの郵送票を送りつける、あるいは投票箱に

詰め込む”ことにあったという。同時に、民主党政府高官は”署名の照合と立会人の要

件に対する強固な保全処置を弱める”方法を模索していた。147
 

 

本レポートの考察はテキサス州の訴状と一致している。主なポイントは以下の通りで

ある。 

 

• 本レポートで明らかになった証拠の重要性と不正のパターンは、誰にとっても、

特に主流メディアだが、不正や不正の証拠がないと主張するのは無責任であると

言える。 

 

• 選挙不正が暴かれたために問題となっている票は、例えそれが比較的ごく一部で

も、違法と認定されれば、トランプ陣営に勝利をもたらすに十分すぎるほどの規

模である。 

 

• 6つの全ての激戦州はほとんど、あるいは全てが選挙不正の軸となる6つの策謀を

備えている。しかし、各州は独自にどれを”重視する策謀”とするかを考え、そ

れらを組み合わせている。言い換えれば、全ての激戦州は同じ、あるいは類似の

選挙不正をしているが、トルストイの不幸な家族のように、それぞれが異なる選

挙不正の方法をとっていると言える。 

 

• つまりこれはただ一発の”銀の弾丸”による選挙不正ではなく、6つの激戦州にま

たがる6つの次元を組み合わせた千の切り口からなる不正なのである。 
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• 増え続ける選挙への正当な不満を無視することで、アンチトランプメディアと検

閲するソーシャルメディアは真実からアメリカ国民を引き離すことに加担してい

る。これはメディアの信頼性を損なうと同時に、政治システムと合衆国の安定性

を損なう危険なゲームである。 

 

• 現在バイデン・ホワイトウォッシュ(疑惑の洗浄)に参加しているジャーナリスト、

評論家、政治指導者達は選挙不正の6つの策謀を認め、2020年大統領選挙の真実

を見極めるための適切な調査をすべきである。就任式までにこれが行われなけれ

ば、アメリカ国民の大部分の支持を欠く違法かつ不正な大統領に権限を与える事

になる。 

 

• このレポートで評価された6つの選挙不正の策謀に対する、積極的かつ完璧な調

査において失敗したのは、反トランプメディアと検閲ソーシャルメディア及び、

立法府と司法府へシグナルを送ることである。 

 

o 6つの激戦州のうちアリゾナ、ジョージア、ミシガン、ペンシルバニア、

ウィスコンシンの5州は州議会の両院で共和党が過半数を占めており、う

ちアリゾナとジョージアの共和党知事は本レポートで報告されている選挙

不正の6つの策謀を調査する権限と機会を持っていた。しかし両者は激し

い政治的圧力に屈し、憲法上の義務と責任を放棄した。結果、彼らは各州

とアメリカ、そして政党を裏切ることとなった。 

 

o 最高裁判所を含める州裁判所と連邦裁判所は、アメリカ国民が目の前に晒

された不正選挙を適切に裁き、拒否する機会を奪った。これはアメリカ合

衆国に大きな危険をもたらす行為である。 

 

• もしこれらの選挙不正への調査が就任式までに実施されなければ、そしてこのまま

放置された場合、合衆国は今後、公正な大統領選挙を二度と行うことが出来なくな

る危険がある。ジョージア州に1月5日に実施される重要な上院選はその迫り来る危

険の最初のテストケースとなるだろう。 
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